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概要 

コンクリート構造物の調査・点検は,主に地上から目視調査により実施されている．しかし,今後想定される

東南海・南海地震や首都直下地震等の大規模災害時は,多数のコンクリート構造物を迅速に調査する必要があ

り,地上からの目視調査以外の手法検討も必要である．そこで,東日本大震災や熊本地震等での調査撮影飛行の

実績がある航空機に着目し,高解像度のデジタル一眼レフカメラを用いたコンクリート構造物調査に関する基

礎検討を行った． 

 

１．研究背景  

 コンクリート構造物の調査・点検は,主に地上から

目視調査により実施されている． 

しかしながら,今後想定される首都直下地震等の地

震時は,多数のコンクリート構造物を迅速に調査す

る必要があり,地上からの目視調査以外の手法検討

も必要である．そこで,東日本大震災や熊本地震等で

の測量調査飛行の実績がある航空機に着目し,航空

機からの各種センサを用いたコンクリート構造物調

査に関する基礎検討を行った．また,データ取得の実

験を行い,目視点検への活用可能性についての検討

を行った． 

 

２．手法 

 現在,使用可能な航空機からの計測手法について, 

航空レーザ計測,デジタル航空カメラによる計測,手

持ちデジタル斜め撮影の調査を行い,各計測手法か

らコンクリート構造物調査に適した計測手法をまと

めた．そして,実際に航空機からデータ取得試験を行

い,航空機を用いたコンクリート構造物調査に関す

る適用についての検討を行った． 

航空機に関しては,固定翼機と回転翼機及びUAVが

あるが,本研究では, 東日本大震災等の大規模災害

時に長距離飛行の運用実績があり,センサの搭載性

に優れる固定翼機を中心に手法を検討した． 

３．航空機からの計測手法の調査 

（１）航空機 

本検討では ,飛行時間が5～6時間程度と長時間の

飛行が可能であり,東日本大震災時は,調布飛行場か

ら被災地である宮城県まで往復約600kmを飛行して,

被災地の撮影を実施した実績がある固定翼航空機を

検討した． 

表 1 固定翼航空機の一例 

機種 飛行時間 計測手法 

大型機 約 6 時間 垂直撮影,ﾚｰｻﾞ計測ﾞ 

中型機 約 5 時間 垂直斜め撮影,ﾚｰｻﾞ計測ﾞ 

小型機 約 5 時間 斜め撮影 

（２）計測手法 

１）航空レーザ計測 

固定翼航空機に搭載した航空レーザシステムから 

レーザを照射して面的に 4～10点／m2程度の三次元

の点群データの計測（X,Y,Z）を行う手法である． 
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図 1 航空レーザ計測イメージ 
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２）垂直写真撮影 

固定翼航空機に搭載した最大 2 億画素の高解像度

のデジタル航空カメラを用いて垂直写真画像データ

（最大 37mm程度）を撮影取得する手法である．  

 

 

 

 

 

 

 

図 2 垂直写真撮影イメージ 

 

 

 

 

 

 

図 3 デジタル航空カメラ画像（解像度 3.7cm） 

３）斜め写真撮影 

固定翼航空機から手持ちデジタル一眼レフカメラ

で斜め写真撮影を行う手法である．  

 

 

 

 

 

 

図 4 デジタル一眼レフカメラと撮影イメージ 

（２）計測手法比較 

斜め写真撮影は,過去の試験結果 1)より解像度

10mm以上の撮影が可能（但しブレが課題）で,大規模

災害時に多数のコンクリート構造物を迅速に目視点

検する手法として適すると思われる． 

表 2 コンクリート構造物調査への適応 

手法 適応調査 備考 

航空レーザ

計測 

構造物の上部の 

三次元計測 

構造物の角を計測

できない課題 

垂直写真 

撮影 

構造物の上部の 

目視検査への適応 

より高解像度の撮

影は現状難しい 

斜め写真 

撮影 

構造物の上部と 

側面の目視検査へ

の適応 

河川・海洋の構造

物等,人が行けな

い場所での活用等 

 

４．実験 

コンクリート構造物の目視点検への活用可能性を

検討するため,芝浦工業大学の豊洲校舎を対象とし

て,固定翼航空機から手ブレ対策を実施した 5000 万

画素のデジタル一眼レフカメラによる斜め撮影の実

験を行った．今回の実験結果から,航空機からの斜め

撮影により，解像度 10mmでコンクリート構造物の画

像取得が可能であることが判った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 斜め撮影時の対象までの距離イメージ 

表 3 試験カメラの理論解像度（200mmレンズ使用時） 

対象までの距離(m) 理論解像度(mm) 

360 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 実験画像例 

５．課題と展望  

コンクリート構造物調査の目視点検用画像の解像

度としては,より高解像度の画像取得が必要であり，

引き続き大解像度デジタルカメラでの実験及び本手

法に適した目視点検手法の検討,SfM（Structure from 

Motion）法を含めた計測に関する検討を行う予定で

ある． 
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